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平成20年 度　学会発表一覧

脳と進化班
発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル

辻井琶雄 山本絵里子・
渡辺茂

第達24圏東僑小晃科医会
学術講演会

2007年

7月

小諸グランド
キャツスルホ
テル

近赤外分光法を用いた小兜神経薬理
の研究 ρ作動記憶に及ぼす抗ヒスタ
ミン効果

辻井岳雄 山本絵里子
渡辺茂

第42回 青森耳鼻咽喉科医
会学術講演会

2007年

9月
ホテル青森

抗 ヒスタミン薬の脳血流量に及 ぼす

影響一 光 トポクラフィを用いた測定
一

辻井岳雄 山本絵塁子 81メ ヂイ=コ光 卜tグ ラフ 20◎8年 。 秋葉原UDX 近赤外分光法を嗣いた蕊頭繭野賦活

渡辺茂 イユーザー会掘待講演 蓬1月 南ウイン の研究写小児神経薬理への癒用

山崎由美子 鈴木研太
稲田正幸 入來笙史

第31回 日本神経科学会大

会

2008年

7月

東京国際フォ
ーラム

シュウシマツによる系列学習 とルー

ルの抽象
岡ノ谷一夫

Aki宅o$hl Ogawa,

Yu醐ko Yamazakl. 第3逢獺鼠本神経科学会大 20C8年 東,4際 フオ Neuraf CQrretatθs of eXdUSIO『 】

Keh量 ◎損Ue釘o、 Kang 会        、 7弓 一ヲム
for e脅}e韮gent relat十 〇ns

Chengr Ax$us剛 纐

山崎由美子 鈴木研太
稲田正幸 入來笙史
岡ノ谷一夫

第68回 日本動物心理学会
年次大会

2008年

9月
常磐大学

シュウシマツによる3項 目系列産出

時の反応方略

山購由美子 鈴木研太 ・

穰 斑 三幸 ・入來 篤史 ・

岡ノ欝一夫

第27幽 日本動物行動学会
絵

2008年 。

9月

四
 脾

金沢大学
ジュウシマツによる系列反応産出蒔
の方略

山崎由美子

動的システムの情報論(8)
一ロホッ トと生命 における

境界 一

2008年

12月

統計数理研究
所

ニホンサルによる感覚道具の獲得

lzawa、[≡ 司

[ntefna亀 燈nal symposヨuπ 董
鱈Ei

vdu蟄 ◎携ary S至丸1dieS ln

BehaviD『a婁Neur(⊃SαenGe"

2008年

6藩 含2膿 一

278

$《蜜e倉劇,

びapan

   碑

SOC[◎-aagn顯ve ab燕tyα

GrOWS;an a驚Ce pt f6r cogn{宅lve

neuroet賢 ◎1◎gy

Kondo N

Izawa E‐I

and Watanabe S

The internatinal symposium

on Vocal communication in

birds and mammals

2008年

7月31日 一

8月2日

St Andrews

Scotland

Vocal individual recognition in

Japanese」ungle crows(Corvus

macrorhynchos)

揮澤栄一
第B潮 認知神経科学会挙
術集会 シンポジウム即

2QQ9年

7馴3B .

      脾
照

鯨 卿

鵬類における汰型脳と認鰯について

伊澤栄一
比較生理生化学学会
第30回 大会

2009年

7月20日
札幌市

カラスは飛ぶ霊長類かつ 社会生態
から見る認知機能

夢澤 栄一 ・渡辺茂
第31購 日本 神経科学会 。         藍内NeurGsc繍ce2{}08

   脾

2009年
ブ趨嘗 臼

柵

鯨 厚

 冊

カラス大脳紅おける神経癒達物質の

分布

伊澤栄一 渡辺茂
日本動物心理学会第68回
大会

2009年

9月14日
水戸市

八シブトガラスの大脳に関する
比較計測学的研究

穂灘 栄一=掘 解
渡辺蕊

  脳

日薬動物行聾 絵 慶ア姻大 ギ

会 碑 避    。 一

,2(沁9嘩 、

…9月齢 鼠
金 沢薦  、  購

飼育下八シブ トガラスにおける社会
髄 とその維持メカニズム

近藤紀子 伊澤栄一
渡辺茂

日本動物行動学会27回 大
会

2009年

9月25日
金沢市
  …

ハシブ トカラスの 鳴き交わ し
一返事の有無による影響一

→ ヨ編 子 轡澤栄一・
渡辺蔑 一

葭本動糊 ラ勲掌傘綬簿 大 。
ム   _欺

   喘  冊

黎◎09年
s触6葛 ∵

卿

金沢驚
.採鰻場郵におけるセギセイインコの

,優劣および親稲関係の機能

伊澤栄一 岡浩太郎 FAN2008
2009年

10月24日
広島市

カラスにおける他者 とその行為の

理解一3知 性 に大脳`皮 質 は必要

か っ一

デ ヤ謡 ∵ぎ
       摯"

際蒙㎎納 辮斧㈱ 、∵ 篶
嚇    騨壽

 賦 一 糟㌦》 職_騨     輔 欄矧 ㎝        岬    窪 朔㌍       贈

 講  淳 罫牌 _冊 ド冊    嶽 礎 脚  臨諺

雛鎌難 離           窩          冊蝋照

新 ∴轡 一鴛
,2鱒 簸 藷。

1蓬縢 蓼醗 ㌦ 四腿 ㍉ 乱欄
 再 隙

厩 ごノ∴哲 ヅ

翻纏鞍講
岡 ∴ 濫∵ 讐塗

諺                    鵠                    `    嚇哩

講鱗 轡繭蛤
 四       四    照  "                            雲
・    闇        讐  御 卿    ㎜    ♂
               嗣
            冊  摺融

伊澤栄一 西澤啓
岡浩太郎

第3回 移動知'総 括班会議
2009年

3月3日
東松島市

最初期遺伝子を用いた居類の社会的
優劣関係に関わる神経基盤の探索
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DUPQux, E and

Mlnagawa一 κawa}, Y

MinaBawa‐Kawai

Yand Dupoux E

Mmagawa-Kawal,

Yand{⊃upoux E

皆 川 泰 代 佐 藤 裕

馬 塚 れ い子

Franck Ramus

Emmanuel Dupoux

M旧agawa-Kawal,

Y Sata/'�Mazuka

R Ramus, F,

Dupoux E

皆川泰代

.….(企 画)

大瀧翔 石井拓
坂上貴之

石井拓 渡辺茂

加藤真樹 岡ノ谷一夫

力日藤真樹  nノ 谷一夫

篠塚一貴

篠塚一貴 渡辺茂

篠塚一貴 渡辺茂

篠塚一貴 ・渡辺茂

Ishizu T Ayabe T

Ko」ima S

Ayabe T,Ishizu T,

Urakawa T,

Kaneoke Y,

Kakigi R

石津智大 綾部友亮
小嶋祥三

梅田聡

達6重頃 ηtl CGn刊n抱 継

S稲dyjnVlted Ta}k

LSCP seminar

剛RS SPM Meet惜9

第23回 日本音声学会

第  o一 本神経科学会大会

音声言語 発音研究会

日本行動分析学会
第26回 年次大会
自主シンポシウム1

日本動物心理字会
第68回 大会

日本基礎心理学会
第27癬 大会

BMB2008

(第31回 日本分子生物学会

年会 第81回 日本生化学

会大会 合同大会)

第31回 日本神経科学大会

Keio‐Cambndge lolnt

seminar

日本動物心理学会
第68回 大会

KIZUNA 2008

emotlOnal anlrnalS,

sensible humans

Neuroscience Meeting

2008

Human Bram Mappmg

2008

日本心理字会2008年 度

大会

  ・O日 本 ヒ ト脳機能

マ ッピング学会

2008年

2008年

2008年

2008年

2009年

2009年

2008年

8月

2008年

9月

2008年

12月

2008年

7月

2008年

董2月

2008年

7月

2008年

9月

2008年

10月

2009年

2月

2008年

11月

2008年

6月

2008年

9月

2008年

6月
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V謹nGQUV磁

DEC ENS

France

Ur髄verSlty

c酬 臼ge

しand◎n

明海大字 千葉

策京国際クォ
ーラム

早稲田大学

横浜国立大学

常磐大学

仙台国際セン

ター

東京国際フオ
ーラム

神戸ポー トア

イラン ド

University of

Cambridge

常磐大学

筑波大学

慶應義塾大単

Washington

DC

Meぬourne

札幌

山形大学

DevelOP齢enta}◎erebral

la支era封zatヨ ◎縦af董d ear{y speech

acq煽ls1類or牽 Ev4dence frQrn

neurQ畦 類aging studles伯

lnfa臼ts     廊

Cerebral lateralization and
early speech acquisition Data
and working hypothesis

Speech and npn-speech

ゆereep宅 めR tR4mOh籍 一.. A

MRS s鎚 αy

4ヶ 月児における音声

する脳反応の側性化

非音声に対

Gptical鋤 暗 餓9(ぬnfantsま

perception of speeeh and舜 ◎n響

speech

日本語学習者 母語話者における特
殊拍処理の脳内過程

「刺激等価生」から等価関係へ

多少選択課題を用いた八トの
数的能力の検討

=]モンマーモセ ットにおける液体強

化子摂取のセ ッション内変動

鳴禽類の歌発達に伴って変動する
可塑性関連分子の遺伝子発現解析

鴫禽類の歌学習臨界期を規定する
分子基盤の解明

Antagonistic effects of

vasotoG旧on parental behavior

in convict cichlids

コン ビク トシクリッ ドの親行動にお

ける内因性バ ソ トシンの阻害効果

Antagonistic effects of

vasotocin on parental behavior

in convict cichlids

Antagornstic effects of

vasotocin on parental behavior

mconvict cichids

Configurational factors in the

perception of faces and non-

faclal ob」eots an ERP study

Effect of endogenous attention

on the human brain response

tQ lllusory line motlon

ヒ ト身体像認知 における神経活動
一近赤外分光法 による研究 一

臼律神経障警における構動反応



Ufneda, S,Kuギok},

c,K3to, M,

τeゼasawa, Y,&

Ogawa, S,

The了4thいtemaむo鳩al

Co癬gr繍ce on

Functionai Mapping of

theト 軸man 8ra{n

2008年

6月

Melboりrne,

Australia

HOW is the medial prefrontal

corrtex lnvo[ved in advanced

emotion】earnrng?

Umeda S Kato

M &Ogawa S

The 31st Annual

Meeting of the Japan

Neuroscience Society

2008年

7月

東京国際 フオ
ーラム

Medial pretrontal functions in

advanced emotion learning

Afunct旧nal MRI study

寺澤悠理 概 碧聡
黒騎芳子 宮原保之
加藤元一郎 鹿島晴雄

日本高次脳機能障害学会
第32回 総会

2008年

日 月
愛媛大学

前頭葉腹{財部損傷が情動反応と記億
に及ぼす影響 一自律神経活動からの
検討一

黒崎芳子 梅田聡
寺澤悠理 加藤元一郎
辰巳寛 冨田宋幸
佐藤貴英 宮原保之

日本高次脳機能障害学会
第32回 総会

2008年

11月
愛媛大学

脳外傷者の展望記憶における病変部

位の影響について 一存在想起と内容

想起 に関する検討 一

How bodily states shape

Umeda, S
日本一欧州

先端科学セミナー

2009年

2月
Naple, italy

socrai emotlons Evidence

fro階neurOlmagmg and

neuropsychology

遺伝と発達班
,

発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地     1発表タイ トル

Takeuchi, k,Kuma,

H,Takeuchi, Y,

Hara, Y,Haraguchi,

H,&Yamamoto J

34th Annual

Convention of the

Association for

Behavior Analysis

2008年

5月24日

Chicago IL

USA

Staff-Trammg Program m

Home-Based Early Intervention

of Chlldren wlth Autlsm The

Method for Modifying Student-

Teachers to ABA Therapists

Kuma K Naoi N

Sugasawara H &

Yamamoto J

34th Annual

Convention of the

Association for

Behavior Analysis

2008年

5月25日

Chicago IL

USA

Teaching mand fo「actMt旧s

using matrix strategies with

pictures in children with

autistic disorders

Sugasawara H,&

Yamamoto,」

34th Annual

Convention of the

Association for

Behavior Analysis

2008年

5月26El

Chicago,IL

USA

Respondent-Type Procedure
can Faalitate the Equivalence
Fielation of Literacy in
Students with Devetopmental
Disabilities

Takeuchi Y

Sugasawara H &

Yamamoto J

34th Annua!

Convention of the

Association for

Behavior Analysis

2008年

5月26日

Chicago IL

USA

Training advanced tact for

children with developmental

disorders

菅佐原洋 山本淳一
日本行動分析学会
第.o年 次大会

2008年

8月10日
神奈川

学習障警児への構成反応見本合わぜ
課題を用いた漢掌書字指導

竹内弓乃 菅佐原洋
山本淳一

日本行動分析学会
第26回 年次大会

2008年

8月io日
神奈川

発達障害児に対する複雑なタクト方
略の指導

熊仁美 直井望
菅佐原洋 由本淳一

日本行動分析 学会

第 ・O一 次大会

2008無

8月10日
神奈川

自閉症児の畜声 による2語 連鎖要求

表現の指導PECSと マ トリックス

訓練を用いた学習とその般化一

原由子 竹内康二
熊仁美 竹内弓乃
原口英之 菅佐原洋
山本淳一

日本行動分析学会
第26回 年次大会

2008年

8月10日
神奈川

自閉 症 児 へ のDiscrete-Tnals

Teachingに お け る 、学 生 ス タ ッ

フ短 期 養 成 プ ロ クラ ム

藤澤啓子
日塞パーソナ リテ ィ心理学

会

2008年

i≫i58
未定
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藤澤啓子

Chazuru Shiiくishirrta,

Juko Ando,

Kai H{ra}sh1,

Shinji Yamagata.

Kokeo flzaki,

Yusuks Takahashi,

&Koichi Nonaka

Juko Ando

Kou Murayama

Shln」I Yamagata

Chizuru Shikishima

Yusuke Takahashi

Koken Ozaki&

Koichi Nonaka

Chizuru Shlkls蹟ma,

Kai H即a}sbl。

Shtn7i Yamagata,

Yutaka Ono. Juko

Ando,&Jenae M

Nelderh】ser

佐々木掌子 尾崎幸謙
高橋雄介 山形伸二
敷島干鶴 野中浩一
安藤寿康

平石界 ・敷島千鶴

Shoko Sasaki

Koken Ozaki

Yusuke Takahashi

Shin」I Yamagagta

Ch¢uru Shikishima

Koichi Nonaka &

Juko Ando

敷鶴峯鶴

敷島千鶴

敷島rF鶴 ・平癌界 ・

婁藤蒙糠 ㍗   奪

敷島千鶴

掃 。 。 窯♪ 慌 ・ 。

獄 轡 欝薇雛r∵
    題     》            摯 

一 鍵 ご  庸 ㌦ 酒r隔 、ご

Takashi Sasaki

日本発達心理学会

Human Behovior a論d

EvolutiOn Socrety盆008

Conference

The 38th Annual

Meeting of the Behavior

Genetics Association

The 38th Annuai

Meeting of the 8ehav【Qr

Genetics Associatifln

第28回 日本性科学会学術
集会

こころの宋来覇究麺ンタ{

第権聴 鑑プロジエクト報
血 ム            跡qZS

10th Asia‐Oceania

Conference for

Sexology

篇本社会称理掌会
第鷹9圃大会

日本双生児学会
第26回 研究会

第4麹 数耀教会^学会大会
  固_    卿   ゼ  碑          戸     榊   

謹

日本発達心理学会
第20回 大会

灘 欝 驚1,
日本 教 育工 学 会

第24回 全 国大 会

(lnternational Session)

2009年

3月23日
一25日

2008年

6月5臼

 ……

2008年

6月26日
一28日

2008年

6月26日
一28臼

2008年

10月5日

鶴 α8年 べ

稔 隠{源 。

2008年

10月16日
一20日

2◎Q8奪

達虜2穣.
-3Ei

2008年

11月8日

⑳ σ9年

鍛 憩 。。、・叩認
一$舞 ゴ

,一γ
 ζ       幅

2009年

3月23日

一25日

譜 蔓賜ず 認 奉W

麹 鎚 集 ・㌦
覇 羅 駕.

ひ鐸 鍵 燃藁 一き

2008年

10月12日

Kynto

U曙verSlty,

KyQt◎

Louisville

USA

Louisvilie,

USA

京都大学 京都

識 緯、藤
      奪

BeUlng China

麟 舞蝉 ㍉,
憲學館嚢挙 ・㌶
s=_ r 短

期大学 麟 鵡

和光大学 東京

京都麟 六挙藻

還都 一ン 恥鵬

日本女子大学
東京

轟二
・・議 識 ・

馨畿 熱
ゴ恋 勾謬論ン'、

上越教育大学

未定

Fa恥 廉alセrans獅S$】0靴of

aし隆t捻or霞ar{a資CG泊seざva宝{$r㍑

Gen奪t毛Q lRher旋ance o「o頭t嬢rai

traめS鞘1$S重onワ

How do high school students

learn?Genetics of academic

performance learning attitude

and school environment

Amnt¢r職tゆnal cO硝paゼ 窃OR

of etlQl◎ 暮干eS Qf remem6ered

pare継lrl9じsmg Japanese and

Swed韮sh tw偽$

性同一性障害の遺伝と環境の影響の

推定
一双生児法 による行動遺伝学分析か

ら一

徽 会韓ここ剤 勤多 e進化的・
慧 講 棊翻 礪 ずる羅罫灘 兜法
による㍊ 蛮 二 。  一

Genetic and environmental
influences on gender identity

disorder A study of Japanese
adult twins

  一 。 `罵二     噌

二行動 選伝 響か戴毘た文化

社会的態度の遺伝と環境
一双生児法を用いた検討一

一 ∵ ♪!凱 
,  一

欝 議騨 鱒 葬鮮 攣、一 。
撫罵  壁   壁 鞠            悼牌       再岬
幅    櫛                             岡          瓦翻澱                      罫                         

壁   靴    奪              轄

青年期以降の共感性の形成に寄与す
る共有環境 環境一経験交互作用

勤碗 縛 驚舞 唾蜘$繭aL

鵜欝灘 難≡ 写逆、
The role of working memory and

logical reasoning in academic

achievement in universities
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佐々木尚
日本認知心理学会
第6回大会

2008年

5月31日
千葉大学

初頭効果と新近性効果に対する作動
記憶容量の役割 一遅延時間を入れ
た場合 一
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窃 鐘謬       婁     隔臨

鞭1歎 撃
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  艸
       胤

岬 碑 騨 層 砺                       韓    押              町

磨隷織黙 ごソ鍔聯 ンヂヌ蚕暇
讐盤の翻 。計鞠 簸生課撞お激 脾             鼎

び歳 刷X矩 能検査との欄鍵麗係 一
    櫛

佐々木尚 鈴木国威
日本教育心理学会
第50回 総会

2008年

10月13日
東京学芸大学

大学入試セ ンター試験現代文の得点

に対する集団式 リスニンクスパンテ

ス トの予測力

言語と認知班
発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル

Rutgers

c抽stophα

殆 農ored裏
        曽

M礁iP{e鰯 偲el$   削
   艦   御

.ao◎8年

5月 達9癬 ジ
    四

UnlverSlty

C曾 醜er旬r
ザ        壁

Co9昏 撫ve

         い

       一

報 犠tゆ1繕 ●・一$     一
            猟

    脾 冊胤
    唾
 琳 SCI鋤ce 胆

English Linguistic Tokyo

Christopher

Tancredi

Society of Japan

International Spring

2008年

4月26日

University

of Foreign
Introduction to Semantics

Forum Studies
          席

      冊

三浦大志 ・{i陳裕舞

       可

澱癬 難心理鞍 ㌃ミ   艸

     辞

20(》8年

5際31日
千葉大学

      仰            奪

ツランド名 需認におけ諭eve紬tlGn

efreot'Eヨ 常記憶 に基づ く検討

伊東裕司 日本心理学会
2008年

9月19日
北海道大学

記憶 認知の応用研究 進むべき方
向の模索

舘瑞恵鰭瞭 裕司
  鼎 帖

            冊
         卿

、銭本 ジ{鯉学 会`
            仰

   四

2GO8年
証

9月 蓬9B
北海道火学

記憶の正確さと確儒の強さを決める
諸要因

伊東裕司 日本心理学会
2008年

9月21日
北海道大学

画像の記憶における言語隠蔽効果の
生起条件 符号化時の注意の方向づ
けとの関連

  脾
        胤

臼根恭子 撰藻糟霧 。

     ρ

露本心理学会   一 ・
        蹄        碑            即

   艸
 四冊

2008年

9薄2旧
跳海道大学

顔認知における全体的情報と鑛分的
嬉報の利用可能盤と接近可能姓
課題状況 こよる影響の検灘

舘瑞恵 伊東裕司 法と心理学会
2008年

10月18日
南山大学

一般知識による予測可能性か目撃記

憶における確信度と正確さの関連に
与える影響

       艸

.日根恭子 ・観案裕萄 法と心理学会     艦

2008奪   曽

10月 ユ8登
南出大学

顔再認{こおける全体的・部分的処理
と確燈度の関係の検甜

今井むつみ
ことはの学習の メ力ニス

ム 制約理論とその先

2008年

9月19日
北海道大学

ことはの学習のメ力ニスム

制約理論とその先
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Imai M

Invited paper presented

aworkshop Human

locomotion across

languages

2008年

6月6日

Max Planck

Institute for

Psvcholinguistics

Nelimegen the

Netherland

Expressing motion events

through mimetics

An alternative way of motion

lexicalization in Japanese

Saii, N,Saalbach,

H,Imai M Zhang,

Y,Shu, H&Okada,

H

Paper presented at the

30th Anuual Cognitive

Science Saciety

Meeting

2008年

7月24日

Washmgtnn

DC, USA

FasC-mapprng and

raorganization Deve{Opment Of

verb meanings as a system

Paper presented at She has a long neck and HE

Schalk L Imai M the 29th International 2008年 Berlin has big ears How grammatical

&Saalbach H Congress of 7月25日 Germany gender affects the concepts

Psychology(ICP) of animals

Kantartzis, K,Kita,

S,&/mai, M

Poster presented at

the l l th International

Congress for the Study

of Child Language

2008年

7月

Edinburgh

UK

Acquisit[on of universal and

language speCl負G sound

symbolism

荒田真実子 今井むつ
み 奥田次郎 岡田浩
之 松田哲也

日本認知科学会

第25回 大会

2008年

9月5日
同志社大学

擬態語の意味処理に関わる神経基盤
一fMRIによる検討一

荒田真案子 今井むつ

み ・興 田次郎  .._

之 松田哲也

日本認知誘語学会
第一〇 会

2008無
・_ ・e 名古屋大学

擬態語は薗書語(プ[コト ・ランゲー

ジ)かつ:

脳機能イメー ジンク研究からの示唆

κo」IMIneSlma

Mrtsuhiro Okada

Yuri Sato and Ryo

Takemura

5th Intrenational

Oonference D旧gram

2008

2008年

9月21日

Herrssching

Germany

Diagrammatic reasoning

system with Euler circles

thory and experimental design

哲学 ・文化人類学班
発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル

Takashi lida

Conference on

Phenomenology and

Metapysics

2008年

7月11日
慶應義塾大学

How Are Language Changes

Possible?

サン シ ョッへ聖堂装飾プロクラム

星聖子
ARS UNA芸 術学会

2008年 第1回 例会

2008年

6月21日
明冶学院大学

の検討 一ショウ ァンニ ヘ ッリー二

作 《サン シ ョッへ祭壇画》を中心

と して 一

星聖子
第57回El本 美術教袴学会
学術研究大会

2008年

8月5日
大阪大学

美術作品にみる傷み と希望
一研究展覧会アンケー ト分析 に基つ

く美術作品鑑賞の心性の検討 一

32th Intematinal Study on Appreciative Mind for

星聖子
Soaety for Education

through Art World

Congress 2008 in

2008年

8月6日
大阪

Artworks
-An Analysis on the Inquiry

Survey at the Research

Osaka Exhibrtion一

Miyaska, Keizo

New Directigns in

Cultural Psychiatry,

CRFiLS Keio Anthropology

International Symposium

2008年
一=

Keio

University,

Mita

Gulture and Psyche

Concludmg Remarks

北中淳子 岩手精神 医学史セミナー
2008年

12月14日
盛岡

「病的な絶望」と 「意志的な死」の

狭間て 自殺の医療人類字

Junko Kitanaka

Amencan

Anthropologacal

Association Annual

Conference

2008隼

11月20日

San

Francisco,

USA

`W
orking oneself to death'

American Anthropologicai

As$ociation Conference San

Franasco U S November 20

2008
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北中淳子 森田療法学会
2008年

10月31日
九州大学医学部

彰か らの 『回復』 うつ病者の語 り

とagency(主 体性)の 問題を中心

に

Questtonang the suicide of
w

resofve Med℃o-legai di$putes

Junko Kitanaka

Japan Psychology

Anthrapalagy

Conference

2008年

11月 】5臼

Yale

Unrvers」ty,

usa

regardlng overwork su1Clde
in Japan Japan Psychology
Anthropology Conference Yale
University, New Haven, U S,

November 15 2008

Junko Kitanaka
Symposium on Mind

brain and society

2008年

9月12日

McGill

University

Montreal

Canada

Society in distress the making

of depression in contemporary

Japan

北中淳子 うつ病学会
2008年

7月26日
福岡

轡病と自殺の医療人類学
自殺予防にかかわる医師の葛藤を中
心に

Before Depression

Junko Kitanaka

The representation and

cuiture of depression

in Britain and Europe

2008年

6月20日

Newcastle

UK

Fieading emotions in the body

the premodern language of

depression in Japan

1660-1800

論理 ・情報班

発表研究者名 会 議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル

Ko∫1 Mirresima,

Mltsuh1「00kada

Yun Sato, and Ryo

Takemura

5th Intrenational

Conference, Diagram

2008

2008年

9月21顧

Herrsschmg,

Germany,

Diagrammatic reasonmg

system vvith Euler circles

thory and expenmental design

納富信留
VSeminario

Internacional Archai A

cidade antiga

2008年

6月25日
Brasilia

The Nature and Possibility of
the Best City PlatosRepublic
in its historical contexts

納富儒留
Anaent Philosophy

Seminar

2008年

8月2日

Seoul

National

University

AProtagonist of the Sophistic
Movement? Protagoras in
Historiograpny

納富信留
「キ リシ ャ政治哲学の総括

的研究」研究会
2008年

6月28日
東京大字 プラ トン対 リュシアス弁論術

納富借留
Mediterranean Meeting

of the Intemational

Plato Society

2008年

10月29日
Barcelona

Where is the phllosopherつA

contmuity of Plato's Sophist

and Statesman

納富信留 Soctatica 2008
2008年

12月11日
Napoli

Socrates versus Sophists

Plato s Invention?

国内連携拠点
発表研究者名 会議名 ・テーマ 開催日 開催地 発表タイ トル

入來篤史

入來篤史

入來篤史

Prlnciple$of Biological

Camputation

心 と身 体 か ら教育 を考 え る

こ こ ろ観 研 究会

2008年

5月20日

2008年

6月1日

2008年

6月5日

Santa Fe,

USA

京 都

京 都

Neurobiology of primate

mtellectual evolution through

intentional rnche construction

心 と身 体 か ら人 間を 考 え る

サル の ここ ろ か ら ヒ トの こ ころ ヘ

ー知 性 進北 の 神 経 生物 学 一
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入來篤史

入來篤史

入來篤史

GSSantos, Y

Nagasaka K

Takenaka A Iriki,

NFu川

H Nakahara

A,Kra8kOv, M轟

Quallo、 S She33he縦,

At8慧s拠 聡 「ikl.
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RAWaggoner K

Cheng K Tanaka
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入來篤史
The 8th International

Conference on

Neuroesthetics

2009年

τ月 τ7日
SF USA

Monkey inferior parietal

mirror neurons coding action

semantic equivalences

入來篤史
放医硬1第3Q分 子イ メージ

ンク醗究センター シンポジ

ウム

    伊

盤Oo9年

等月22B
干葉

        噌

ヒト知性の進化の脳科学

入來篤史
ESF-JFPS Frontier

Science Conference

2009年

3月1日

Acquafredda

di Maratea

Italy

Social Cognrtive Neurosaence

入來篤史
Sth Meetmg for the

Gerrrian Neu⑩Sqe調ce

Soαety

2009年

 = ・一

Gotttngen.

Germaれy

Neuro$cience of pr}mate

mteilec宅ual evo掲 太ゆn

.

海外連携拠点

発表研究者名
                   1会議名 ・テーマ       開催 日 開催地 発表タイ トル

Jocelyn Be籍o署st
The W}ttgen$tein

Workshop

2008年

5月2日

U測vers[ty

of Chacago,

USA

Husser(and Wittgenstetn on

lntention and Fulfil[ment

Jocelyn Benoist
Ontology and

Phenomenology

2008年

7月4日

Keio

University

Tokvo

APIea for Examples

Phenomenology and Sensitive

Ontology

」◎ceiyr}Be鱗o給 重 Merlea疑 一PO麟ty Today畷
2◎◎8年

9月5掻
u醜eギSl惣 購

Bgl擁9. G捕na

                   凹

:The -「㌃齢乱jtl-I of Nξ 韮turalモ$m
h

Jocelyn Benoist
Phenomenologies of

Perception

2008年

10月25日

Husserl

Archive of

Pans France

The Things Themselves and

the Problem

of Perception

 vu蝕K. Ga郵o縫&、

L賦(まw圭慧H爆 診ar ζ

4楼 蝕 「⑫eaη

GG肴 ずs陀鷺c3℃ 獅

魯台経avお 嚢fξ蔭l Blo1㎎y一
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7廟8罠
←2◎ 日 .

 輯

Ol鋤,詳 繊Ge
         陣

"S
QC罫al Oσ 慈nit蓋◎n IR kea幽

Ulrike Aust with

Friederike Range

Michael Steurer

&Ludwig Huber

XXIX International
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cues on selective imitation in
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with Lisa Horn 
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Ludwig Huber 

Tiefenthaler M , 

Range F , Vas J 
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Huber L 

Ina Gunhold 
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Nicola Schiel 

Antonio Souto & 
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Brain Awareness Week

European Science 

Foundation meeting 

Comparative 

Cognition

Canine Science Forum

Canine Science Forum

Canine Science Forum

XXII Congress 

International 
Primatological Society

European Science 

Foundation meeting 
'C

omparative 

Cognition"

2nd Vienna Conference 
on Consciousness

141 Jahresversammlung 

der Deutschen 

Ornithologen— 

Gesellschaft 

Fyssen Foundation 

meeting Categories 

and Concepts

Exciting Biology 

meeting The Biology 

of cognition , Chantilly

Colloquium 

Dipartimento di 

Psicologia

Colloquium 

Dipartimento di Biologic 

Evolutiva e Funzionale

Colloquium of the 

Max Planck Institute 

for Evolutionary 

Anthropology

2008* 
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2008* 
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—7E
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gl22E
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iol2E 
—6E

2008* 
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2008* 
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—18E

2008* 
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2008* 
lllllE

2008* 
l2llsE

wren

Strasbourg 
France

Budapest

Budapest

Budapest

Edinburgh 

UK

wren

wren

Bremen

St Germain 

en Laye 

France

France

Universita 

degli Studi 

di Milano 
—Bicocca 

Milano Italy 

Universrta 

degli Studi 

di Parma 

Parma, Italy

Leipzig 

Germany

"W
ild Minds"

Biology of Cognition in 

Vienna

"S
elective imitation in dogs"

Effort and reward inequity 
aversion in domestic dogs'

"W
orking Dog Personalities 

Individual Differences in 
Learning Performance'

Conformity or Habit? 
Experiments with multiple 
groups of captive and free-
living common marmosets 
(Callithrix iacchus)

"The Biology of Cognition 

group in Vienna"

Consciousness and the 

searchlight of attention 

hypothesis 

 Soziale technische 
and konzeptuelle 

Kognitionsleistungen bel 

Vogeln 

A modified feature theory as 

an account of pigeon visual 

categorization 

The evolution of imitation 

What do the capacities 

of marmosets and dogs 

tell us about the neuronal 

mechanisms of imitation?'

Rational humans irrational 

animals - and sometimes vice 

versa

'Imitation in marmosets and 

dogs evidence for learning 

novel techniques and knowing 

when and what to imitate' 

Imitation in marmosets and 

dogs 

evidence for precise and 

selective copying abilities
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2008年
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Barclay Lecture
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